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令和７年　第５回久御山町教育委員会定例会　議事録 

 

１　招集年月日　　令和７年８月 29 日 

２　招集の場所　　久御山町役場庁舎２階会議室 23 

３　開　　　会　　令和７年８月 29 日　午後１時 30 分開会宣告 

４　出 席 委 員　　内　田　智　子 

　　　　　　　　　寺　井　恵太郎 

　　　　　　　　　豊　田　美　幸 

　　　　　　　　　阿　部　拓　児 

　　　　　　　　　田　口　賀　彦 

５　職務のため出席した者の職氏名 

　　　　　　　　　教 育 次 長　　　　　中　務　　一　弘 

　　　　　　　　　学校教育課長　　　　　西　村　　一　平 

　　　　　　　　　生涯学習応援課長　　　　　星　野　　佳　史 

　　　　　　　　　学校教育課長補佐　　　　　内　田　　明　子 

　　　　　　　　　学校教育課長補佐　　　　　白　石　　拓　光 

　　　　　　　　　書　　　　記　　　　　籔　内　　雄　基 

 

６　付議案件 

　　　議案第 23 号　令和７年度久御山町一般会計補正予算（第２号）について 

 

７　報告案件 

（１）令和６年度久御山町一般会計決算（教育費）について 

 

８　会議の経過 

　　　午後１時 30 分　開会 

 

○内田教育長　ただいまから令和７年度第５回久御山町教育委員会定例会を開催いた

します。本日の議事録署名人は田口委員でございます。また、第４回の定例会議議事録

につきましては、先日配布させていただきましたのでご覧いただいたことと思います。

第４回の定例会議事録について、よろしければご承認いただきたいと思います。よろし

ゅうございますか。 

○委員全員　はい。 

○内田教育長　次に報告についてでございます。本日は６点、ご報告させていただきま

す。まず１点目です。久御山町第６次総合計画の策定に向けまして、審議会において議
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論が重ねられております。委員としてご出席いただいております教育委員の皆さまもい

らっしゃいますけれども、第６次総合計画において子育て・教育・文化が第１章に掲げ

られておりまして、子育て環境日本一のまちを目指す本町の教育への意気込み、また期

待の高さが伺われるところです。今後、総合計画をもとに策定を予定しておりますこど

も未来魅力化条例であったり、アクションプランにおいて、子どもを真ん中に系統的・

包括的に政策を進めて参りたいと思います。また、総合計画につきましてもパブコメも

出て参りますのでご覧いただきたいと思います。２点目でございます。７月 31 日に本町

の教育アドバイザーとの協議を行いました。各園校とも非常に前向きに学園の目標の達

成に向けて取り組んでいるということをアドバイザーの先生方からご報告を受けると

ともに、さらに他校種にて必要な力であったり、今後、学園として大切にしていくべき

内容についての確認をいたしました。各アドバイザーの指導のもと、２学期から更なる

実践に繋がっていくと考えております。３点目でございます。３点目は、８月の１日か

ら９日までオーストラリアのウォリックへ私も中学生派遣事業に同行いたしました。姉

妹校でありますウォリックステート・ハイ・スクールですけれども、子どもたちにも私

たちにも大変温かい対応していただき、本当に交流を大事に考えていただいてると思い

ました。事故もなく充実した事業となりました。今後、子どもたちは事後の報告会であ

ったり、文化祭などでアウトプットをして、町民の皆さんにもご理解いただくような形

で進めて参りたいと思っております。４点目です。中学校の空調が順調に稼働しており

ます。社会教育の方でも活用させていただいていて、順調に皆さん快適だという声を聞

かせていただいております。今年度、小学校の方も計画して、また来年度という形で順

次進めて参りまいりたいと思います。５点目です。夏休み期間中、こども園、小・中学

校とも大きな事故なく、８月 27 日から小・中学校においては２学期が始まりました。ど

の学校も指導主事の先生方から伺いますと、落ち着いた雰囲気の中、授業が行われてい

るということで良い滑り出しだなと思っております。６点目です。残念なことですけれ

ども他市において、教員による複数の盗撮事件等により学校が保護者や子どもたちから

の信頼を失っている状況にあります。誠実に取り組んでいる職員にとっては、いろんな

ことでモチベーションも下がる指示も多く出されております。大変残念に思っておりま

すけれども、子どもたちのみならず、教職員を守るために教育委員会から保護者宛に学

校では点検、研修を行った上で撮影機器の管理の徹底を行いますということ、そして、

疑わしいようなご心配なことがあればということで、教育委員会に相談窓口を設置いた

しましたということをお知らせしました。以上、報告とさせていただきます。 

○内田教育長　それでは議事に移ります。議案第 23 号令和７年度久御山町一般会計補

正予算第２号についてを議題といたします。事務局より説明を求めます。 

○内田学校教育課長補佐　議案第 23 号令和７年度久御山町一般会計補正予算第２号に

ついて、学校教育課分をご説明させていただきます。歳出のところをご覧いただきまし
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て、41 ページになります。41 ページ下の職員人件費ですが、そのうち下から３つ目、時

間外勤務手当で 40 万７千円になります。こちらにつきましては、人事異動に伴い計上さ

せていただいています。続きまして、43 ページ上の教育委員会事務局運営事務で 11 万

円です。こちらは、こどもの未来魅力化条例検討委員会の委員の皆さんが確定したこと

により計上させていただいています。続きまして、下に進んでいただき小学校給食運営

事業で６万円です。こちらは、栄養士さんの人事異動により計上させていただいていま

す。以上、学校教育課分のご説明とさせていただきます。 

○星野生涯学習応援課長　同議案の生涯学習応援課分を説明します。６ページをご覧く

ださい。第３表繰越明許費のところです。上から２つ目の全世代・全員活躍まちづくり

センター運営事業、まちづくりセンター開館準備業務等及び運営備品購入業務で 8,593

万９千円でございます。まちづくりセンターの工期延長に伴いまして、予算額の全額を

繰り越すものでございます。続きまして、事項別明細書に基づいて説明します。15 ペー

ジをご覧ください。一番下の説明欄、ふるさと応援基金繰入金体育施設費分で 270 万６

千円の増額でございます。後ほど説明いたしますが、総合体育館のトレーニングルーム

のトレーニング機器購入事業に充当するものでございます。次に 17 ページをご覧くだ

さい。一番上の説明欄、三郷山財産区特別会計繰入金文化財費分で 63 万２千円の計上で

ございます。国重要文化財双栗神社の維持管理費に充当するため、基金を取り崩すもの

でございます。こちらも詳しくは歳出の方で説明させていただきます。続いて歳出です。

45 ページの方をお開きください。説明欄の上から１つ目の文化財保護事業で 63 万２千

円の増額でございます。国重要文化財である双栗神社の落雷により破損しました自動火

災設備受信機の交換修理及び調整等に対する補助金でございます。その説明欄の一番下

のところ、総合体育館・町民プール運営事業で 270 万６千円の増額でございます。総合

体育館のトレーニングルームに設置しておりますトレーニング機器２台が故障してお

りまして、その更新を行うための費用となっております。以上、説明とさせていただき

ます。 

○内田教育長　説明が終わりました。質疑はございませんでしょうか。 

○委員全員　はい。 

○内田教育長　それでは議案第 23 号を採決いたします。異議の方はございませんでし

ょうか。 

○委員全員　はい。 

○内田教育長　ないようですので、議案第 23 号については可決いたしました。本日の議

案は以上でございます。 

 

○内田教育長　続きまして、報告案件に移ります。（１）令和６年度久御山町一般会計決

算（教育費）について事務局より報告願います。 
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○内田学校教育課長補佐　資料 No.１、令和６年度久御山町一般会計決算の概要で、ま

ず学校教育課分をご説明させていただきます。24 ページをご覧ください。こども園運営

事業で、学校教育課所管分として３億 2,467 万５千円になります。こども園に通う園児

に対し安心・安全で質の高い保育を実施するため、園医や会計年度任用職員の報酬など

の経費を支出したものです。続きまして、こども園給食運営事業で 8,115 万６千円にな

ります。安心・安全な給食を実施するための経費で、主に調理員さんと栄養士さんの報

酬や給食材料費です。続きまして、こども園施設維持管理事業で 3,473 万６千円になり

ます。こども園施設の適正な維持管理を図るため、経費を支出したものです。次に 42 ペ

ージをご覧ください。こちらから小・中学校分になります。国際理解教育推進事業で

2,229 万１千円になります。小・中学校で勤務するＡＬＴさんの報酬のほか、５年ぶり

に再開したウォリックステート・ハイ・スクールとの交流事業経費で、令和６年度は 15

名の生徒を受け入れました。続きまして、学校運営補助事業で 71 万４千円になります。

小学校のグラウンドの芝生を維持管理するための補助金と各種団体への負担金を支出

したものです。続きまして、教育相談事業で 1,531 万１千円になります。児童・生徒、

保護者の悩みや心的ストレスの解消のために、ゆうホールの「教育相談室」及び中学校

の「ほっとルーム」に相談員等を配置し、教育相談を行っています。主な支出は、それ

ら教育相談員さんや臨床心理士さんの報酬です。次に 43 ページに進んでいただき、学力

向上対策事業で 2,437 万１千円になります。小学校では学力向上のために配置している

常勤講師さんの報酬や学力診断テストの実施経費、中学校では民間企業を活用した学力

アップ事業（ゆめ☆スタ）の委託料や学力向上のために配置している講師さんの報酬、

校内実力テストの実施経費を支出したものです。続きまして、学校施設維持管理事業で

１億 2,707 万２千円になります。学校の快適で安全な教育環境を保持するため、設備保

守や施設の維持管理経費を支出したものです。令和６年度においては、佐山小学校通級

指導教室のパッケージエアコン取替工事や中学校体育館空調設備等設置工事の屋根へ

の遮熱塗料塗布などを実施しました。続きまして、学校給食運営事業で１億 1,118 万５

千円になります。学校給食の運営と施設の維持管理の経費を支出したもので、給食調理

業務の委託料や栄養士さんの報酬になります。続きまして、学校保護者負担軽減事業で

1,835 万７千円になります。保護者の経済的負担軽減を図るため、児童・生徒の学級費

や修学旅行費、校外活動費、また学校給食費などを補助するとともに物価高騰対策とし

て新入学児童・生徒の入学準備にかかる費用を補助しました。次に 44 ページに進んでい

ただき、学校就学援助事業で 2,214 万円になります。児童・生徒の就学を支援するため、

準要保護世帯及び要保護世帯に対し学用品や学校給食費等を支援しました。令和６年５

月現在で対象の児童数は御牧 14 人、佐山 59 人、東角 68 人の計 141 人、対象の生徒数は

103 人でした。続きまして、学校図書館事業で 1,162 万９千円になります。学校図書館

の充実を図るため、図書館司書さんの配置や図書を購入したものです。続きまして、学



- 5 - 

校情報教育環境整備事業で 3,706 万５千円になります。校務用パソコンやネットワーク

機器等の保守管理料、またリース料を支出したものです。最後に中学校部活動支援事業

で 15 万２千円になります。中学校の部活動を支援するため、ご協力をお願いした５名の

支援員さんへ報償費を支出したものです。以上、学校教育課分のご説明とさせていただ

きます。 

○星野生涯学習応援課長　続いて生涯学習所管分です。次の地域学校協働活動推進事業、

24 万円でございます。地域住民等の参画により各地域と学校が連携・協働しながら地域

全体で子どもの成長を支えていくことを目的に、実施する同事業の推進に係る経費で推

進員への謝金等となります。その下の子ども居場所づくり事業、39 万９千円です。放課

後や土曜日等に子どもの安全な活動の場の拠点として学び塾を開設した経費でござい

まして、田井・佐山の２自治会で 13 回開催され、延べ 592 人の参加がございました。主

な支出はコーディネーターや運営委員等への謝礼となっております。45 ページになりま

して、二十歳のつどい実施事業、26 万９千円です。令和７年１月 13 日に開催しました

二十歳のつどいの式典費用で、123 人の出席がございまして、記念品として集合写真の

方を送らせていただきました。次のいきがい大学実施事業、199 万５千円でございます。

60 歳以上を対象に充実した人生を送るための大学を年 10 回開催いたしました。主な支

出は社会見学に伴う委託料とバスの借り上げ料で、そちらの社会見学は 78 人の参加が

ございました。次の歴史文化推進事業、12 万２千円でございます。町郷土史会の活動を

支援するとともに、町の歴史や生活を学習するふるさと教室を全４回実施できました。

また、ジュニアふるさと教室においても３小学校の方で実施されました。次の家庭教育

推進事業、20 万７千円です。子育てを中心とした親子の関わり方について学習する機会

を提供するため、小学生と保護者を対象にフラワーアレンジメント体験などを実施いた

しました。次の全世代・全員活躍まちづくりセンター事業費で 1,634 万４千円でござい

ます。まちづくりセンターの開館に向けた準備業務として委託事業者と町担当者が出席

し、隔週で定例会を継続して実施するとともに当該施設愛称の公募や選考、ロゴ、イメ

ージカラーの決定、町民参加促進を目的としたプレ事業ミニくみやまち歩きツアーなど

を実施するなど、実務的な業務と開館に向けた機運醸成の両面から業務を進めて参りま

した経費でございます。次のふれあい交流館運営事業、8,974 万２千円でございます。

公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団への指定管理料や人件費に係る補助金、駐車

場の借地料をはじめ、駐車場西側土留改修工事などを行ったものでございます。46 ペー

ジでございます。図書館運営事業、3,534 万２千円でございます。図書館施設の適正な

維持管理を図るとともに多様な読書ニーズや学習活動に対応するため、図書等 3,210 点

を購入するなど、蔵書の充実を図りました。次の放課後児童健全育成事業で 5,018 万５

千円でございます。仲よし学級の運営に係る経費で、主な支出はスタッフとして勤務す

る会計年度任用職員の報酬などでございます。補助金返還金 174 万４千円は、昨年度の
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仲よし学級運営に対して受けた国庫補助の確定に伴う返還が生じたものです。こちらは

表示ありませんけども、そのような国庫補助の返還もございました。それから次の旧山

田家住宅保存活用事業、344 万５千円でございます。主な支出は旧山田家住宅に関する

保存活用計画策定に向けた検討委員会の開催経費及び同住宅主屋の構造応急補強工事

に向けた設計業務、また同住宅の管理に伴う指定管理料及び人件費に係る補助金などで

ございます。令和６年度より土日祝の開館ということで、合計 123 回の公開となってお

ります。次の文化財保護事業、54 万４千円でございます。町の歴史文化の保存・継承と

その活用を図るため設置しています久御山町文化財保護審議会委員への報酬をはじめ、

佐古の称名寺の修復事業に対して一部補助を行ったものでございます。続きまして町民

運動会等体育大会事業、253 万２千円です。町民運動会や小学生ドッジボール関連事業

を実施いたしました。主な支出は町民運動会の運営に係る会場設営費などのほか、全国

大会等に出場されます選手または団体に対しての激励金の支給でございます。47 ページ

です。総合体育館・町民プール運営事業１億 2,305 万５千円でございます。公益財団法

人久御山町文化スポーツ事業団への指定管理料や人件費に係る補助金、駐車場借地料を

はじめ、トレーニング機器の購入やエレベーター改修工事などを行ったものでございま

す。以上、説明とさせていただきます。 

○内田教育長　説明が終わりました。質疑はございませんでしょうか。 

○阿部委員　すいません。24 ページ目のこども園運営事業だけ額が全然違う。これは人

件費。 

○内田学校教育課長補佐　人件費が多くを占めています。 

○阿部委員　保育士の先生の人件費。 

○内田学校教育課長補佐　そうです。 

○中務教育次長　正職員ではなく会計年度一般職員とか正職員以外ですね。 

○阿部委員　わかりました。 

○内田教育長　他にどうでしょうか。 

○寺井委員　中学校部活動支援事業、15 万円なんですけど当初の見込みは少ないんです

か。部活支援員５人ってなってますけど。 

○内田学校教育課長補佐　来ていただいているのが美術の先生とＥＳＳと陸上と吹奏

楽と男子テニスの方なんですけれども、来ていただきたい部活とのマッチングのことも

ありますので。 

○寺井委員　やっぱりおられない。 

○内田教育長　学校のニーズと指導をしたい方のニーズのマッチングが難しいところ

ですね。 

○寺井委員　息子も陸上で何回か行ってたみたいなんですけど難しいみたいな、先生の

思いと、どこまで踏み込んでよいかとかいうのがあって、そこが詰めきれないところが
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あるみたいで、どこまで指導してよいのか。周りの元陸上部の中でもそういう話が出て

たみたいです。 

○内田教育長　今後の部活動地域展開の方においても同じような課題があって、どこま

で責任を持っていただくかというような考えで難しいです。今はお手伝いいただいてる

方々が中心となってやられるような方向に動いている途中で、なかなか過渡期で難しい

ところではあります。 

○豊田委員　例えば生徒さんにとってみたら、学校の先生と部活指導をしてくださる方

との言うことが違ったりとかで、指導方針が違ったりして迷うというか。子どもに忖度

させるようなそういうことも望ましくないですし、スポーツっていう技術面の指導はし

ていただきたくても、その子どもを教え導くというか、勉強だけじゃなく部活動であっ

ても体力をただ向上させるとか技術を上げるということだけではない要素があって、学

校の活動としてやっぱり取り入れられてるので全体の流れとして、外部にっていうのは

わかるんですけれども教育の枠組みの中の部活動なんだっていうことを、技術だけを向

上させたいのであれば、外部のスポーツクラブに行って、それなりに見合う報酬を払っ

て教えてもらえればよいっていうことなので、そのあたりの足並みを揃えてあたるって

いう、それが一番の要なんじゃないのかなって思います。 

○内田教育長　ありがとうございます。地域展開を進めていくにあたって、まず地域の

方、それから指導者の方、いろんな方の共通理解というか認識っていうのが大事ですし、

また枠組みをきちんと作った上でなければ難しい問題かなと思っておりますので、その

辺り進めていきたいと思います。ただ、本当は来ていただきたいんですけども活用しき

れてない予算の部分を残してしまうというようなことがあって、そこも学校のニーズと

の兼ね合いが大きいと思っております。他によろしいでしょうか。 

○田口委員　子ども居場所づくり事業、田井と佐山だけになってるんですけど、林はど

うなってるんですか。 

○星野生涯学習応援課長　林は元々ないんです。市田です。それで市田の方がちょっと

数年前から、コロナぐらいのときから活動どうですかって話してるんですが再開ができ

てなくて、今年はやるっていう話は聞くんですけども地域が一体となってやらないとで

きないので。 

○田口委員　田井とか佐山はもう根付いてるみたいな感じで良い取り組みされたなと

思って。 

○星野生涯学習応援課長　本当に難しくて、何て言いますか、核となる方がいらっしゃ

って成立するものかなと思うんですけども、田井であれば林さんであるとか、やるぞ言

うたら集まってやってくださったりというのがあったり、ただ市田とかその他でも意向

があるところには声掛けをさせていただいて。 

○内田教育長　ありがとうございます。他はよろしいでしょうか。それではないようで
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すので、以上をもちまして本日の定例会を閉会いたします。 

 

午後１時 55 分　終了


